
 

 

■ の文言は改定後に変更となります。  

■ の文言は改定後に追加となります。  

りそなＶisaカード＆りそなMastercard加盟店規約 

改定前 改定後 

第２条（定義） 第２条（定義） 

（２） カード 

下記①から③に記載したクレジットカード等（デビットカード、プ

リペイドカード、その他支払手段として用いられるカード等の証

票その他の物または番号、記号その他の符号を含む）のうち、当

社が指定するものをいいます。 

（２） カード 

下記①から③に記載したクレジットカード等（デビットカード、プ

リペイドカード、その他支払手段として用いられるカード等の証

票その他の物または番号、記号その他の符号、非接触ＩＣカード

の機能を搭載したカード等、携帯電話等の電子機器およびその

他の媒体を含む）のうち、当社が指定するものをいいます。 

第７条（信用販売の方法） 第７条（信用販売の方法） 

１． 加盟店は、会員からカードの提示による信用販売の要求があ

った場合、割賦販売法に定める基準に従い、善良なる管理者の

注意をもって、ＣＡＴ等を利用して、その取扱契約に基づきすべ

ての信用販売においてカードの有効性を確認し、信用販売の承

認を得るものとします。その際、実行計画に掲げられた措置を講

じて、取扱契約に従い、カードの真偽、売上票その他媒体に署名

を求める、または、会員が正しい暗証番号を入力したことを確認

するとともに、当該信用販売が偽造カードの利用その他のカード

番号等の不正利用（以下「不正利用」という）に該当しないことを

確認して、信用販売を行うものとします。この場合において、加

盟店は、実行計画に掲げられた措置を講じてこれを行うものとし

ます。また、何らかの理由（故障、電話回線障害等）でＣＡＴ等の使

用ができない場合は、第３項の手続きを行うものとします。 

１． 加盟店は、会員からカードの提示による信用販売の要求があ

った場合、割賦販売法に定める基準に従い、善良なる管理者の

注意をもって、ＣＡＴ等を利用して、その取扱契約に基づきすべ

ての信用販売においてカードの有効性を確認し、信用販売の承

認を得るものとします。その際、実行計画に掲げられた措置を講

じて、取扱契約に従い、カードの真偽の確認および売上票その他

媒体に署名を求めるまたは会員が正しい暗証番号を入力したこ

とを確認するとともに、当該信用販売が偽造カードの利用その

他のカード番号等の不正利用（以下「不正利用」という）に該当し

ないことを確認して、信用販売を行うものとします。この場合に

おいて、加盟店は、実行計画に掲げられた措置を講じてこれを行

うものとします。また、何らかの理由（故障、電話回線障害等）で

ＣＡＴ等の使用ができない場合は、第３項の手続きを行うものと

します。ただし、会員から提示されたカードが非接触ＩＣカードの

機能を搭載した携帯電話やその他の電子機器等の場合は、第３

項の手続きは行わないものとします。 

第１９条（不正利用被害の負担） 第１９条（不正利用被害の負担） 

２． ＩＣカードの取引きにおいて、会員の暗証番号失念への一時

的な救済措置として行うＰＩＮスキップ機能（ＰＩＮバイパス）を利

用することについては、当社が加盟店に対して別途書面またはこ

れに代わる電磁的方法により通知するまでの間は、前項の適用

との関係では、加盟店が、クレジットカードの提示者とクレジット

カードの名義人との同一性の確認において実行計画に定められ

た措置を講じていないことをもって直ちに「第７条によることな

く信用販売を行った場合」とはみなさないものとします。 

2． 前項の規定は、当社の加盟店に対する損害賠償請求または

その範囲を制限するものと解してはならないものとします。 

３． 本条第１項の規定は、当社の加盟店に対する損害賠償請求

またはその範囲を制限するものと解してはならないものとしま

削除 



 

 

す。 

（２０２４年６月改定） （２０２5年 7月改定） 

 


